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１．はじめに 

我が国の鉄道は国土の地形上山間部に多く敷設され，盛土や切取といった土工設備によって路線が構成され，

自然斜面と接近した線区が多い．西日本旅客鉄道株式会社（以下，「ＪＲ西日本」という）においても山間線区の割合

は大きく，これらの線区の斜面管理が重要な課題となっている．このような現状の中，「土構造物維持管理検討委員

会」（以下，「検討委員会」という）を設置し，今後の土構造物の維持管理手法を検討しているところである． 

本稿では，国土交通省からの委託により㈶鉄道総合技術研究所が設置した「鉄道土木構造物の維持管理に関す

る研究委員会」（以下，「研究委員会」という）の動向を勘案しつつ，ＪＲ西日本における今後の土構造物の維持管理

のために作成した斜面防災カルテ（以下，「カルテ」という）についてその概要を報告する． 

 

２．管理区分の設定 

ＪＲ西日本における土構造物は土工設備，防護設備，排水設備の 3 つに大きく区分される．土工設備は，盛土，切

取，のり面工，土留壁，土留擁壁など，防護設備は土砂止柵，落石止柵など，排水設備は伏び，下水きょ，縦下水溝

などである．このように多種多様で数多く存在する設備を個々に管理区分を設定し，維持管理することは困難である

ことから過去様々な管理手法が示されている 1)．ＪＲ西日本においても，今後の土構造物の維持管理手法を検討する

上で管理区分を設定することの重要性が検討委員会で確認され，以下の考え方で土構造物の維持管理区分の設定

を行うこととした．  

○ ＪＲ西日本管内の全線を対象に，土

構造物の種類に関係なく区切りの

良い箇所で区分する（以下，「管理

ブロック」という）．管理ブロックの線

路延長は，500ｍ程度とした．図 1

に区分の概要を示す． 

○ 管理ブロック内に存在する土構造

物の種類分けを行う．種類分けは，

盛土，切取，自然斜面，渓流，トン

ネル坑口，その他の 6 つとした． 

 

３．カルテの様式 

2 項に示した管理ブロックに対して災害歴等を考慮して優先順位を設定し，斜面踏査を実施した．その踏査結果を

カルテとして整理した．カルテの構成は，①土構造物カルテ作成位置図，②斜面管理マップ，③状況写真である．こ

のカルテは今後ＪＲ西日本が実施する全般検査で活用するものである．カルテの最大の特徴として，表 1 に示す防護

設備を考慮しない土構造物の健全度と防護設備の有効性を評価するマトリクスを作成し，土構造物の健全度と防護 
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図 1 管理ブロックの区分例 
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設備の関連を明確にした点である．これは研究委員会で示

されていない独自の方法として検討委員会でとりあげた手法

である． 

① 土構造物カルテ作成位置図 

図2に土構造物カルテ作成位置図を示す．土構造物

カルテ作成位置図は，線路平面図（1/25,000），地形図，

空中写真および記事で構成されている． 

② 斜面管理マップ 

図 3 に斜面管理マップを示す．斜面管理マ

ップは，管理ブロックの調査スケッチ，管理ブ

ロックの概要（地形･地質，周辺環境等），検査

の着眼点，管理ブロックの評価および特記事

項で構成されている．管理ブロックの評価は，

変状に関する評価，不安定性に関する評価，

斜面の安定度，対策工効果および総合判定

を明記している．ここで，管理ブロックの総合

判定の方法は，のり面工や土砂止柵などの防

護設備が施工されている土構造物において

は，防護設備が施工されていない状態での健

全度評価を行う．その後その健全度と防護設

備の有効性を評価するマトリクス（表 1）を用い

て総合判定を行った． 

③ 状況写真 

状況写真は，管理ブロック内の調査写真を

収録したものであり，斜面管理マップとリンクし

ている．特に，検査の着眼点とのリンクはカル

テ作成にあたって工夫した点である． 

 

４．おわりに 

今回，ＪＲ西日本における土構造物の維持管理

の単位として管理ブロックを設定し，一部の管理ブ

ロックにおいて斜面踏査を実施した．その結果，カ

ルテの作成し今後の斜面の維持管理に関する方

向性が示すことができた．今後の課題としては，斜

面防災カルテの早期整備とその保管手法の構築

が考えられる．これらの課題の解決に努め，効果的な土構造物の維持管理手法の構築を目指したい． 

最後に，斜面踏査において応用地質㈱関西支社の協力を得た．ここに謝意を表す次第である． 
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表 1 総合判定マトリクス 

土構造物の健全度判定区分  

A B C S 

小 A B C S 

中 B B C S 
防護設備の 

有効性 
大 B C C S 

図 2 土構造物カルテ作成位置図の一例 

線路平面図 地形図 

空中写真 記事 

図 3 斜面管理マップの一例 

スケッチ 

概要 着眼点 評価、特記事項 
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